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ス キープログラムの検討

―新潟大学学生を中心として―

大橋正春*・山崎健*・小林日出至郎*

は じめ に

平成1 6 年度新潟大学教育人間科学部保健体育科の

専門ス キ - 実習が平成1 7 年 2 月1 3 日(日) - 2 月1 7 日鉢う

の 4 泊 5 日 の 日程で 山形県蔵王温泉ス キ ー場で実施

され た ｡ 新潟県で ありなが らわざわざ山形県の 蔵王

温泉ス キ ー 場で実施する理由は ,
まず雪質が絶対的

に違 っ て 良い こ と
,
ゲ レ ン デが広く長 い こと

,
ホ テ

ル の立 地条件が よい こ と , また保健体育科の 学生 は

小 ･ 中学校教員志望で あるの で, ア ル ペ ソ は もとよ

り ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ー の 練習 コ ー ス が充実して い る

こと等によるもの で ある ｡

ス キ
ー 実習の 目的は

,
まず個人の ス キ ー 技術 ( ア

ル ペ ン ･ ノ ル デ ィ ッ ク種目) の 向上 , 指導法の習得 ,

集団生活を通 して ル ー ル ･ マ ナ ー

を身に つ け る こと

を挙げた ｡ 近年, ス キ ー人 口 は減少の
一 途をた どり

,

ス キ ー場で はリ フ ト待ちは ほ とん どなく な っ て きて

い る状態で はあるが
,
新潟県の教員になれば特に中

越, 上越の 学校で は必ずと言 っ て い い は どス キ ー の

指導は避け られない の が現状で ある ｡ それ と, ア ル

ペ ン はもと より ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ー の 技術をより高

めて 卒業させ て ください と, 現場の 先生からの 要望

が強い こと も事実で ある ｡ こ の ような現状をふまえ
,

専門ス キ ー の プ ロ グラ ム を検討 して 今後の資料とす

る こと を本研究の 目的と した｡

研究方法

質問紙法

自由記述による分析

2005 . l l . 3 0 受理
*

保健体育 ･ ス ポ ー ツ 科学講座

結果と考察

I ) スキ
ー 実習の概要

ス キ ー 実習の ス ケ ジ ュ ー ル は以下に示 した通りで

ある ｡ 内容的には ア ル ペ ン ス キ ーと ノ ル デ ィ ッ ク ス

キー を織り交ぜて 実習が構成されて おり, 特に ノ ル

デ ィ ッ ク ス キ ーの 経験の ない 学生 にと っ て は, 最初

はか なり苦労して い る｡ こ の ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ー に

関して は , 積雪が あれ ば実習前に大学の グラ ウ ソ ド

で 練習する ことが可能 で あるが ,
近年に おい て 練習

する ことはほ とん どで きない の が現状で ある ｡ ノ ル

デ ィ ッ ク ス キ ーを練習すると, 前後左 右の バ ラ ソ ス

感覚がよくな り, ア ル ペ ソ ス キ
ー にも よい 効果をも

た らすとい える ｡ 専門ス キ ー で あるの で ,
夕食後ゲ

レ ソ デ状況が よけ れば希望者には 2 , 3 人の グ ル ー

プで ナイ タ
ー

練習も許可を して い る ｡ ナイ タ
ー 練習

はグル
ー

プで練習するためお互 い に指摘しあ っ たり ,

そ の 日の 復習を したりと効果は上 が っ て い ると い え

る ｡ また ,
4 泊 5 日の 日程は専門ス キ

ー

実習を行う

うえで , また ア ル ペ ソ ス キ ー
･ ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ー

両方を取り入れ るうえで 必要で あると考えられる ｡

3 日 目には全員で 蔵王 ス キ
ー 場の]頁上ま で 上 がり ,

班毎にゲ レ ソ デめぐりを取り入れて い る｡ 蔵王 ス キ ⊥

場の 魅力は最長で 約1 0 キ ロ の ロ ン グ コ
ー

ス と2 6 の ゲ

レ ン デが あり, 雪質も大変良く , い ろい ろな コ
ー

ス

と長 い 距離を滑る ことが で き, 技術向上 を図る上 で

非常に適 して い ると考えられ る ｡ 写真にもあるよう

に, 天候に恵まれた時には, 頂上から樹氷原 コ
ー

ス

を下 るときの 何万とい う樹氷を眺めながらの 滑降は ,

自然 の すば ら しさ , 偉大さに感動し, 環境教育の 面

から も多大な影響力を学生 に与えて い ると い える ｡

ゲ レ ン デめ ぐりか ら帰 っ て釆て か らは, ノ ル デ ィ ッ

ク ス キ
ー の練習にはげん で おり, 初めて の学生もだ

い ぶ フ ォ ー ム が出来て きて い ると こ ろで ある ｡ 4 日
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目には初級者か ら上級者まで で きるポ ー

ル 練習を半

日取り入れて い る｡ 普段 はなか なか経験する こ とが

できない の で , できるだけ数多く ポ ー ル を滑れ るよ

うに配慮 し
,
ビ デオ撮影もして , 自分の 滑りを確認

で きるように して い る｡ ポ- ル を滑るうちに ス ピ ー

ドに慣れ, 乗る位置が良くな り体の遅れも少しずつ

改善されて い くの が実感で きる ｡ 最終日 には午前の

早い時間に約 5 キ ロ の ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ー

レ ー ス を

実施 して い る ｡ 幸い な ことに蔵王 ス キ - 場には ノ ル

デ ィ ッ ク ス キ
ー コ ー

ス が常設され てお り, コ ー ス 整

備も し っ かりとなされ て い る ｡ 将来教員を目指す学

生の た めに ,
ノ ル デ ィ ッ ク ス キ

ー の実力もつ けて 卒

業させた い ｡ 午後か らは最後の まと め で ア ル ペ ン ス

キ ー の テ ス トと して 総合滑降を行う｡ 以上 が専門ス

キ
ー 実習の概要 で ある ｡

平成1 6 年度

I . 日 程 表

新 潟 大 学

ス キ ー 実 習 マ ニ ュ ア / レ

第 1 日 第 2 日 - 第 4 日 第 5 日

1 3(日) 1 4(月) 1 5 ㈹ 1 6 休) 1 7 休)

7 : 0 0 7 : 0 0 集 合

昼食

開講式

≡旺編成

講 習

夕 食

ナ イ タ ー

起床 洗面 清掃 起床 洗 面

8 : 0 0

9 : 0 0

1 0 : 0 0

l l : 0 0

1 2 : 0 0

1 3 : 0 0

1 4 : 0 0

1 5 : 0 0

1 6 : 0 0

1 7 : 0 0

1 8 : 0 0

1 9 : 0 0

朝食 朝食 清掃

l J
=

=

=
= ノ ル デ ィ ッ ク

( ア ル ペ ン) レ ー ス

昼食 昼食

休憩
ア ノレ ペ ソ

テ ス ト
講習

閉校式

1 6 : 0 0 バ ス

出発

大学着後

解散

( ア ル ペ ン . ノ ル デ ィ ッ ク)

夕食 夕 食

2 0 : 0 0

2 1 : 0 0

2 2 : 0 0

2 3 : 0 0

ナ イ タ ー お楽 しみ 会

自 由時間

消灯

第 1 日 目 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル

7 : 0 0 西門集合

7 : 1 0 大学出発

l l : 0 0 蔵 王 着

l l : 3 0 開講 式

1 2 : 0 0 昼 食

1 3 : 4 5

1 5 : 3 0

1 8 : 0 0

1 9 : 3 0

2 2 : 3 0

2 . 指導

指導者 : 実習責任者 大 橋 正 春

学 内 講 師 山 崎 健

〝 小 林 日 出至郎

足慣ら し, 三旺分 け, 講習

ノ ル デ ィ ッ ク 実習

夕食

ナ イ タ ー - 2 1 : 0 0 ま で

就寝
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3 . ゲ レンデでの講習に関する諸注意

1 ) 練習時間, 場所は担当の 指導教員の 指示 に従う｡

2 ) 帽子, 手袋,
ゴ ー グ ル は必ず着用の こと ｡

3 ) 講習前後の 自由練習は , 指導者 の指示 なく勝手に行なわ ない ｡

4 ) ゲ レ ン デに出る前に, 閉め具の 点検を し, ワ ッ ク ス を塗 っ て おく こと ｡

5 ) ナイ タ ー は2 1 : 0 0 ま で で , 必 ず 3 人以上 の グ ル ー プをつ く り , 届出の 記入 , チ ェ ッ ク を して から

出入りする ｡

6 ) 講習終了後から夕食前まで ,
ホ テ ル 前平地 で の ノ ル デ ィ ッ ク ス キー の練習は自由｡

4 . 生活に関する注意事項

1 ) 実習時間中は ,
終始実習生と して節度ある行動をとる こと ｡

2 ) 生活時間を守り, 規則正 しい 生活をする こと ｡

3 ) 自己の健康管理 に留意する こと ｡

4 ) 宿舎で の 生活に関する諸注意

･ 貴重品は自分で管理する ｡ 部屋 ごとに まとめ て ,
フ ロ ソ トに預けて も良い ｡

･ 各自の 個人装備の整理整頓に努める｡

･ 食事は, で きる限り残さ ない こと ｡ 後片付 桝ま同 じ食器を まとめて テ
ー ブ ル ごとに重ねて おく ○

･ ス キ
ー の 手入 れ, 修理は所定の場所で 行な う｡

5 ) 他人に迷惑を及ぼす行動が あ っ た時は ,
下山 ( 即刻電車で帰る ｡ 単位不認定o ) を命ずる場合が

ある ｡

5 . 全体日程

2 /1 3(日) 2 / 1 4(月) 2 / 1 5 ㈹ 2 / 1 6 &) 2 / 1 7 内

午前 移 動 講 習 ゲ レ ン デめ ぐり ポ ル ノ ルディ ック レ- ス

午後
開 講 式

班 分 け

講 習 講 習 講 習 ア ル ペ ン テ ス ト

移 動

夜
ナ イ タ .

-

班別ミ - テ ィ ソ

グ

ビ デオまた は ナ

イ タ -

お 楽 し み 会

7 : 0 0

7 : 3 0

9 : 0 0 - - l l : 0 0

1 2 : 0 0

1 3 : 3 0 - 1 6 : 3 0

入 浴 1 6 : 3 0 - 2 1 : 0 0

夕 食 1 8 : 0 0

ナ イ ター 1 9 : 3 0 - 21 : 0 0

消 灯 2 2 : 0 0

2 ) アル ペ ンスキ ー に ついて

(⊃経 験 編

ア ン ケー ト集計に よる と, 参加者は 1 年 - 1 3 名,

2 年- 8 名,
3 年- 5 名, 4 年及び院生 - 4 名の 計

3 0 名で あり , 男- 2 1 名, 女 - 9 名 で あ っ た｡ こ の 中

に はス キ ー の 単位を取 っ た学生も含まれて い て , 自

分の ス キ ー 技術向上 を目指 して お り好ま しい 状況と

い える｡ 表 2 の ス キ ー

歴 に関して は, 初めて の 学生

が 3 名おり , 正月 明 捌 こ実施され る教養の ス キ
ー 実

習に参加する ように指導して い る｡ 2
- 5 年 の学生

が
一

番多く1 3 名,
6 - 1 0 年が 6 名,

1 1 年以上 が 8 名

で あ っ た ｡ ア ル ペ ン ス キー は用具 や ウ ェ ア ーが必要

で あり, 親がス キ ーを しない, 学校で の ス キ
ー 授業

がな い と なかなか 小さい 頃か ら ス キ ーをす る機会に
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は恵まれない の が現状で ある｡ こ の 状況は表 4 の ス

キ
ー

授業は あ っ た か ? の 質問に対 して
,
小学校 , 中

学校ともに2 4 名 - 8 0 % の 学生が無か っ たと答えて お

り, 高校になると有1 2 名-- - 40 % , 無1 8 名---づ0 % とな っ

て い る｡ 表 5 の ス キ ー 修学旅行に つ い て は
, 小学校

で 有りと答えたもの が 1 名お り, 中学校 5 名, 高校

4 名と少なく ,
ス キ ー 修学旅行に関して はか え っ て

雪な し県の ほうが実施 して い ると い える ｡

ス キ ー

レ ベ ル に つ い て は
,
表 6 フうゝ ら初級 - 8 名,

中級- 1 7 名, 上級- 5 名で あり, 全日本ス キ ー 連盟

の 2 級- 1 名,
1 級- 2 名で あ っ た ｡ こ の専門ス キー

実習で は全日 本ス キ ー 連盟の 2 級程度の 実力を つ け

る ことが単位認定 の 条件にもな っ て お り, ス キ ー の

資格を取る ことも今後教員になる場合には必要にな っ

てく ると考える｡ これは将来教員とな っ て ,
ス キ ー

授業を担当する場合にはそれ相応の 実力が問わ れる

こ ととなるため で ある ｡

○指 導 編

ス キ ー実習の 目的の 一

つ に指導法の習得を挙げて

い るが, 表 8 の 受講の ときに自分が指導すると きの

ことを想定 して い たか で は
,
は い1 9 名 - 6 3 %

′

,
い い

え1 1 名- 3 7 % で ある ｡ や はり
,
は い と答えて い る の

は 3
,
4 年生以上に多く , ある程度ス キ ー 技術が向

上 して 滑りに余裕が出て きて からで ない と, 指導法

に つ い て 意識する こ とはむずか しい と い える｡ 表 9

の指導の 技術は身に つ い たか の問 い には, 思う ･

や

や思うが1 8 名 - 6 0 % で あり, 自分の技術は向上 した

か は
, 思う ･ やや思うが2 7 名- 9 0 % と多く

,
ほ とん

どの 学生が今回の ス キ ー実習で技術向上を実感 して

い るの で , 学生の レ ポ ー

トを紹介する｡

∫ ･ H

今回の ス キ ー

授業で私は, すごく成長 したと思い

ます｡ 今まで と変 っ た こ とは
, 垂心が後ろだ っ たの

が, 少しは前に な っ た こと｡ そ の他に
,
膝 の使い 方 ,

エ ッ ヂの 使い 方, ス ト ッ ク の使い方などがあ ります｡

特に エ ッ ヂの 使い方がうまく な っ た ことに より , 斜

面が急なと こ ろで もス ピー ドが落ちる こと なく滑る

こと がで きる ようになりま した ｡

Y ･ 0

4 泊 5 日という 日程で 細かい 所まで 指導して いた

だい た ことで , 初 日と 5 日 目 で は 自分の滑りはだ い

ぶ変わ っ て い たと思う｡ そ して 1 班の 人や
,
2 班 の

上手い 人の 滑りを見れた こ とも大きか っ たと思う ｡

Y ･ S

こ の授業で何よりもよか っ たと思う こと は
,
ビデ

オで 撮影 した自分の滑りを見る ことが で きる とい う

こと です ｡ 先生に注意して もらい
, 自分で は意識 し

て 直 しながら滑 っ て い る つ もりでも実際は あまり変

わ っ て い なく , も っ とおおげさ に
,
オ

ー バ ー l) ア ク

シ ョ ン で やらな い とい けない の だ なという こと を ビ

デオを見て 気づ きま した ｡ 頭 で 思 っ て い る ことと 自

分の 滑りで は大きく違うとい う こと に気づい たの が

大きな習得で した ｡

A ･ K

今回の 専門ス キ ーで は , 自分自身の ス キ ー技術の

向上を感じる こ とが で きた｡ 昨年, 恐怖心を抱かず ,

また ス ピ
ー ドを ある程度出して もタ -

ソ が し っ かり

で きるよう にな っ たの で ある ｡ 昨年は, 技術を習得

するの に精
一

杯で あ っ たが , 今年は昨年の 土台にプ

ラ ス される形で 技術の 向上がなされ たの で は ない か

と私は考えて い る ｡

また指導は理解で きたかの 問 い には
, 思う ･ やや

思うが2 5 名 - 8 3 % で ある｡ われわれ指導者は , 学生

の技術向上 と指導法に つ い て , 学生が満足で きる よ

うに自己の技術研修と指導法の 研究を しなければな

らない と考える｡

3 日 目に実施される班毎の ゲ レ ン デめ ぐりは, ア

ル ペ ン ス キ ー にもだい ぶ慣れ て きた段階で 行われる

た め, 実習の プ ロ グラ ム と して最適なもの と考えら

れ る｡ その 理由と して は
,
い ろい ろな コ

ー

ス や長い

距離を滑る こ とが で き , ゲ レ ソ デ の場所や難易度を

知るこ とがで きる｡ ト レ ー

ソ や小 グル ー

プ単位で滑

る こ と に より
,
他人 の ス ピ ー ドや種目に 合わせ なけ

れば ならず, 学生個人の ス キ ー技術向上 にもつ なが

る ｡ さ らに, 4 日目の ポ
ー ル練習で は

, 普段なかな

か練習する ことがで きない が , 全員で ポ
ー

ル に入れ

るため
,
理屈で はなく体で ス ピ ー ド感や エ ッ ジ感覚

を体得 で き, 何よりもポ ー

ル とい う 目標が あり , 全

員で楽 しめる の がポ ー ル 練習の利点で ある ｡

○日程 ･ 環宅編

日程は十分だ っ たかにつ い ては表1 0 にあるように ,

満足 ･ や や満足が2 3 名 - 7 7 % で あり
,
4 泊 5 日 の 日

程は専門ス キ ーと して妥当な 日程と い えるが
,
普通

が 6 名 - 2 0 % ,
や や不満足が 1 名- 3 % で ある ｡ 集

中して 技術を上達するた めには, 1 日 でも 2 日で も

日程を延ばす ことも考えたい が
,
金銭面の こともあ

りむずか しい 問題で ある ｡ 今後, 検討して い か なけ
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E] やや嫌い ･ あま り思わ ない 可 嫌い ･ 思わな い 国 現在や っ て い る

れ ばならない ｡ 宿舎に つ い て は, 満足 ･ やや満足が

2 8 名 - 9 3 % で あり, ゲ レ ン デの 中に ホ テ ル が あり,

す ぐ滑走可能な点や貸切バ ス が横付けで きる利点も

ある ｡ 食事につ い て も満足 ･ やや満足が2 6 名 - 8 7 %

で ある ｡ 特に学生の ス キ ー 実習で は , 食事が満足 で

きるか どうか ば非常に大きな問題で ある の で ,
宿舎

を決定する大きな要因と なる｡ ス キ
ー 場は どうだ っ

たか の 質問には満足 ･ やや満足が3 0 名- 1 0 0 % で あ

り
,
さすがに ス キー場の大 きさとい い , コ ー ス の 多

彩さや長さ , 雪質共にすばら しく ! 指導者にと っ て

ス キ - 実習地 を決定する大きな要因となる｡ さ らに ,

ス キ ー 場が大 きけれ ば大き い ぼ ど, コ
ー

ス やゲ レ ン

デ の位置, 学生 の技術にあ っ た コ
ー

ス 選択 ,
ホ テ ル

まで の 帰着タイ ム 等ス キ ー場を熟知 し, 事故防止 に

努めなければ ならない ｡

表1 1 そ の 他にある , 実習後の ス キ ーに 対する意識

で は大好き ･ 好きが2 6 名- 8 7 % であり, 今後もス キ
ー

を続け るかは思う ･ 少し思うが2 9 名- 9 7 % もあり,

ス キ ー実習は学生にと っ て い い 印象を与えて い ると

い える ｡

3 ) ノルディ ッ クスキ
ー

につ いて

ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ーの経験は表1 2 か ら ,
あるが2 3

名 - 7 7 % , な い が 7 名 - 2 3 % で あり, 2 年生以上 は

ス キ ー 実習で 経験済み で あるが, 1 年生の 中で 初め

て の学生が 7 名お り , 表1 4 の ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ー 授

業は あ っ たかの 質問で は, 無 レ｣ ､ 学校2 7 名 - 9 0 % ,

中学校2 9 名 - 9 7 % , 高校3 0 名 - 1 0 0 % で あり , 保健

体育科の学生に関して はほとん どの 学生が無か っ た

と答えて い るが , 前述 したように上越及び中越地区

の 小 ･ 中学校で は, 授業と して 取り入れて い るため ,

ス キ ー 実習でも必修と して い る ｡

ノ ル デ ィ ッ ク ス キ
ー の練習はホ テ ル の すぐ前にな

だ らかな広い ス ペ ー

ス があるの で , 実習 2 日 目か ら

適宜 時間を取 っ て練習した ｡ 全体練習か ら始ま り基

本練習,
ス ケ ー テ ィ ン グ, ゆ るい斜面の 滑走等,

日

に日に学生が上達する姿はすばらしい と感じた ｡ さ

らに, 自由時間にはお互 い に教えあ っ た り, 上級生

が下級生を指導する光景もみ られた ｡ これ らの有意

義な時間は, ノ ル デ ィ ッ ク ス キ
ー 練習には欠かせな

い
一 時とな っ て い る o

ス キ
ー 実習最終日 の午前中に 蔵王 ス キ ー場の ノ ル

デ ィ ッ ク ス キ
ー コ ー ス ( か らま つ コ ー ス) を使用し

て , 全員に よる レ ー ス を実施して い る｡ コ ー ス を 3

周 して 約 5 キ ロ を男子の 1 位は2 2 分 1 秒 , 女子 の 1

位は3 3 分4 5 秒で ゴ
ー ル して い る ｡ 基本を し っ か りと

身に つ け板を滑ら して い る学生か ら, 体力にま かせ

て初めか ら ゴ ー ル まで走 り続ける学生もい るが ,
や

はり経験が勝敗を左右して い るとい える ｡

こ こ で , ノ ル デ ィ ッ ク ス キ
ー に関する レ ポ

ー トを

紹介する｡
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ノ ル デ ィ ッ クは
, 去年, レ ー

ス で の 成績も悪く ,

苦手と して い たの で, 特に気合い を入れ て練習しま

した ｡ 講習中
,
しきりに ｢ 板の真ん中に乗れ｣ と言 っ

て い たの で, 自分で も板の真ん中に乗る ことが意識

づ けられ ,
そ れが ノ ル デ ィ ッ クの コ ツ なんだ とわか

りま した ｡ お かげで 転ん で ばかりい たくだ りも転ば

ない で 滑れる ように なり
,
レ ー ス で は 7 位とい う満

足 の い く結果になりま した ｡

T ･ K

ノ ル デ ィ ッ ク に関して も, 自分の 中で は大 きく 成

長で きたと思い ます｡ 2 日 目や 3 日 目の 練習で は転

倒して ばかり で, ま っ たくと言 っ て い い ほ どま とも

に滑る ことが で きませ んで した ｡ しか し
,
それ で も

根気よく練習 したおか げなの か どうかは分か りませ

んが
, 最終 日の ノ ル デ ィ ッ

'

ク レ ー ス で は
,
1 度も転

倒する こ となく ゴ ー ル で きま した ｡ これ は , 自分の

中で とて も大きな変化で した ｡ その おか げで
, 今ま

で 良い イ メ ー ジの なか っ た ノ ル デ ィ ッ ク ス キ - に楽

しさを見出せ るようにもな っ て きま した ｡

T ･ Ⅰ

今回で 板を はく の が 2 回 目という こと で
, 非常に

緊張 して い て
,
教えて もらう技術がで きる ように つ

い て い くと こ ろで精
一

杯で した ｡ 来年からは少 し余

裕も出てく ると思うの で指導するときの ことを意識

して取り組ん でい こうと思います｡ また
,
ノ ル デ ィ ッ

ク ス キ
ー

で ゲ レ ン デを滑る の はと ても新鮮 で おも し

ろか っ た です｡

表1 6 の 指導の技術は身に つ い たか で は, 思う ･ 少

し思うが1 9 名 1 6 3 % で あり
,
レ

ー

ス を見て も実習の

効果が徐々 に現れて きて い る｡ しか し
,
指導 で きる

ようにな っ たか で は
, 思う ･ 少 し思うが 7 名 - 2 3 %

しかおらず,
ノ ル デ ィ ッ ク ス キ

ー 指導の 難 しさを示

して い ると考えられる ｡ 毎年,
六 日町 で開催さ れる

歩く ス キ ー

フ ェ ス テ ィ バ ル に 1 年生を中心 に保健体

育科学生有志で 参加 したり ,
3 月 に妙高少年自然の

家で 実施される野外活動 ･ ス キ ー 実践実習の 授業と

して
, 雪上 車 ャ ソ プの プ ロ グラ ム の 中に ノ ル デ ィ ッ

ク ス キーを取り入れてい るが
, 学生はア ル ペ ソ ス キ ー

と違 っ て , なかなか ノ ル デ ィ ッ ク ス キ ーを経験する

機会に恵まれない の も要因と して 挙げる ことがで き

る ｡ ノ ル デ ィ ッ ク ス キー に関して は ,
レ ー ス 以外に

も ヨ
ー

ロ ッ パ の ノ ル デ ィ ッ ク ス キ - の ように, すば

ら しい 自然環境の 中で ,
の ん びりとゆ っ く りと, 普

たおや つ を持 っ て い きみ んな で 楽しむ歩く ス キ ー の

プ ロ グラ ム も取り入れ て みたい と考えて い る ｡

まとめ

今回 の 専門ス キ ー実習につ い て検討して きたの で

あるが
, 次の ように まと められ る｡ 教員養成大学と

して
,
また将来新潟県の教員と して児童生徒に ス キー

を指導するため に は
,
専門ス キ ー

実習はア ル ペ ン ,

ノ ル デ ィ ッ ク の 両方の ス キーを取り入れて 実施する

べ きで あり ,
ス キ ーを集中的に学ぶ ためには 4 泊 5

日は是非とも確保したい 日程で ある｡ さらに, ス キ ー

場の 規模と して 多く の コ ー

ス が あり
, 長 い距離も滑

る こ とがで き! 雪質にも恵まれた ス キー場を選択す

る べ きで ある ｡ ゲ レ ン デにも近く実習にも恵まれた

立地条件の整 っ た宿舎を選択する べ きで あり, ノ ル

デ ィ ッ ク ス キ
ー コ ー ス も整 っ て い る こ とにより, 専

門ス キ ー 実習の プ ロ グラ ム もより充実 して い ると い

える ｡ 3 日 目に実施した ゲ レ ン デめ ぐりは
,
それま

で練習して きた技術を総合的に生かす場で あり, ス

キ
ー

技術以外にも多くの こ とを学ぶ有効なプ ロ グラ

ム で ある ｡ また ,
なかなか普段 で は経験する ことが

で きな い ア ル ペ ン ス キ ーの ポ ー ル 練習も, 場 の設定 ･

用具の借用等ス キ ー 場管理者の 大きな協力に よ っ て

実施可能で あ り, 学生達の 技術向上 に つ なが っ て い

ると い える｡ こ の ように , 専門ス キ ー実習は冬期の

ス ノ
ー

ス ポー ツ と して 大きな価値が あり , 今後より

よい 実習となる ように学生 の 技術向上
, 安全管理,

プ ロ グラ ム 及 び指導法の検討を図 り楽 しい ス キー実

習に して いく ことを 目標と して掲げた い ｡
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